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医学部同窓会便り

＜同窓会から御礼とお願い＞

平成２７年４月１１日～４月１３日

国立京都国際会館、グランドプリンスホテル京都、京都大学百周年時計台記念館 、

京都市勧業会館（みやこめっせ）、を会場に開催されます。

事前登録に御協力ありがとうございました。
当日登録も行っていますので当日登録への御協力もよろしくお願い申し上げます。

同窓会事務局
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和歌山県立医科大学創立70周年記念事業実行委員会が、昨年11月27日（木）に設

立され、委員長に岡村吉隆理事長・学長が副委員長に宇野英明医学部同窓会会長が

就任された。同窓会から委員会に参画されたのは、宮下和久副会長、坂口雅宏副会

長、吉村利規理事、森庸亮顧問の5人である。

同窓会でも気持ちを一つにして70周年記念事業が今後の道標となるべき有意義な

ものにするために意見交換が行われた。

記念事業について同窓会の役割として、祝賀会並びに記念誌の発行を大学との共同

で行うことが決まり、同窓会内での記念事業統括責任者に宇野英明会長、実行委員

長に宮下和久副会長、会場委員長に坂口雅宏副会長、会計担当委員長に吉村利規理

事、総務委員会委員長に宮下和久副会長が補佐に森庸亮顧問が決まり、同窓会内で

も11月1日の記念祝賀会へ向けての今後のタイムスケジュール等が同窓会実行委員長

の宮下和久副会長より示され4月9日に開かれた会長・副会長会で議論された。

タイムスケジュール並びに同窓会内での役割分担も近日中に決まり実りある祝賀会

開催へ向けて同窓会の活動が活発化していくことが確認された。

合格発表当日（H27･3･9)

記念事業には学生会員の方

にもお手伝いをしていただ

き幅広い同窓会員の参加も

考えています。

同窓の先生方にもご協力

よろしくお願い致します。

第２９回日本医学会総会２０１５関西
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去る3月17日（火）和歌山県立医科大学卒

業式が行われた。

岡村吉隆学長式辞に続き仁坂吉伸県知事、

坂本登県議会議長を始め県医師会長、県看

護協会長に続き宇野英明和歌山県立医科大

学医学部同窓会長が卒業生にエールを贈っ

た。 祝辞：宇野 英明医学部同窓会長

卒業式当日の夕刻から開かれた卒業生謝恩会は、

岡村吉隆学長に続き宇野同窓会長が祝辞を述べた。宇野同窓会長は、同窓会の必要性

とその意義を述べ、クラスメイトの大切さを強調し、同窓会長賞並びに表彰状・記念

品を贈った。卒業式で知事賞、学長賞受賞者に同窓会より記念品を贈り、卒業生全員

に同窓会への協力もお願いした。
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同窓会長賞の表彰

＜入学生の皆様へ＞ ご入学おめでとうございます。

皆様方にお会いできる日を楽しみにしていました。

同窓会事務局にもお気軽にお立ち寄り下さい（図書館

棟３階）。

写真上より（謝恩会にて）

宮下和久副会長と

森庸亮、吉村利規歴代同

窓会長と

有田幹雄前副会長と

入学式

入学式に来賓として出席され

た宇野会長は、式終了後同窓

会受付に立たれ記念品を手渡

されていた。

岡村吉隆理事長・学長


